
 

  



 

～講評～ 

大問１ 小問集合。（１）確率の基本問題。（２）約数の個数の基本問題。（３）図形と式の標準問題。（４）内接円の

半径のやや高難度問題。（５）3 次の対称式の基本問題。（６）最小値の基本問題。（７）定積分の標準問題。

（８）複素数平面の基本問題。（９）対数の基本問題。（10）微分係数の標準問題。 

   （４）以外は解きやすい問題なので、最低 7 問は確保したい。 

※ なお、（２）の類似問題として、愛知医科で 2024 の正の約数の個数を問われた。 

大問２ 数列の問題。（１）は和から一般項を求めるのがよいが、a４あたりまで求めれば推測も可能。（２）は（１）

が解ければ、単に部分分数分解するだけの問題。 

大問３ ベクトルの存在範囲から面積や体積を求める問題。一見難しそうだが、S を固定して丁寧に考えていけばそ

れほど難しくはない。 

 

例年よりはやや易化。大問１・２を手堅く押さえ、大問３をできるだけ切り崩すという形が理想か。一時合格には

65％は取っておきたいところである。 

 


